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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・むつ市福祉事務所(担当:わしだ様）より、生活保護受給者の実態調査の依頼がありました。今後、正式文書を送付して頂く予定としています。

調査対象者は1名で、下記の患者様となります。

調査対象者：吉田　富秋様（入院：北病棟）　　Dr：川端

主治医と相談し、調査日程を平成21年9月28日　11:00～の予定としております。

＜生活習慣プログラム実施について＞

・体育館使用にあたりリハプロと生活習慣がごちゃごちゃしていた為、リハプロ
担当者と話し合い以下の様に決め実施していこうと思いますので周知お願い致します。
１）開始時間となったら、リハプロと合同で第一体操・軽いストレッチを行う。

（患者様が集まるまでリハプロはウォーキング行っていましたが、これを行わな

い事としますので、時間に遅れる事なく開始時間までに患者様の誘導お願い致
します。

２）１）が終わり次第、リハプロ・生活習慣と２つにわかれ、体育館を半分ずつ
使用。

３）生活習慣がウォーキングの時間になったら、リハプロは真中に集まり行って
頂く。（ウォーキングで体育館を大きく歩く為）

４）生活習慣のウォーキングが終了したら、リハプロと合同で第二体操を行い
終了という形になります。

・月～水曜日は、上記の流れで行っていきますので、周知お願い致します。

来週の月曜日（9/14）から実施予定です。

・10月5日に院内巡視があります。担当スタッフはカルテ整備行いましょう。

　また、スチール棚の整理や廊下の棚の整理など、細かなところまで整理整頓・環境整備していきましょう。実地指導は10月29日となっています。

・スタッフオフィスの冷蔵庫は、薬品とアイスノンの保管場所であるので、スタッフ管理の患者様の飲み物は入れないようにお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一様～本日OT中、ラジオデッキのコンセントを切っていることあり、

　　　　　　　　作業スタッフが声掛けしても止めようとしなかったとの事。

　　　　　　　　理由について「アンテナを作る。」と話し、聴こえてきたとの訴えはなく、何度尋ねても上記返答でした。再三の声掛けにてコンセントは回収し、破棄することへも了承されています。幻聴・妄想であるか確認、気になる事はスタッフへ相談する様説明していきましょう。

・駒木　洋士様～本日OT中、ナイフ持参されており、「彫刻で使用する為以前購入していた。」と話されています。危険物であること再度説明し、ご家族へ返却する事、それまではスタッフ預かりとする事説明に了承されています。危険物自己管理不可の理由について振り返りを行い、作業で使いたいものがあれば、スタッフへ相談するよう説明していきましょう。外出･泊時は私物持込チェックを厳重に行っていきましょう。

・中野渡　鉄男様～ご家族疎遠であり、保護者の面会が滞っていることから、

　　　　　　　　　9月16日（水）13時～北病棟４階診察室で主治医面談行います。

　　　　　　　　　猪股Drが主治医でありますが、当日は勤務ではない為、

　　　　　　　　　田名部Drへ依頼し面談行っていくこととなりました。

①今後の方針

②定期的な面会依頼

③今後保護者の変更はどうするか

④どのくらい治療協力して頂けるか

⑤面会を止められているとの事について事実確認

を9月11日の日勤リーダーは、猪股Drへ上記話しをすすめてよいか確認し、田名部Drに説明して頂く様に情報提供して下さい。

＜田名部Drケースカンファ＞

・八木橋　牧雄様～診察時、ナイトプログラムはくだらない、夜はゆっくり休みたい、意見箱に今回も入れたと話されています。プログラムの必要性都度説明するが、必要性理解しがたい返答が毎回聞かれています。9月17日（木）10時～第2診察室で主治医面談の予定です。

診察終了後、階段一段踏み外したとの事で、右足関節部の疼痛訴えています。腫脹・熱感はありません。

Drより～プログラムへの必要性理解しがたいとの事から、来週の主治医

　　　　　　　　　面談で、退院について話をすすめていく事を本人様へ説明されています。

右足関節部の疼痛については、鎮痛消炎剤（アスモロール）1P処方となり、貼付にて創部様子観察との指示あり。疼痛がひどくなったり、腫脹・熱感あるときは明日レントゲン施行するとの事。

プログラムへの参加状況・参加中の態度を観察していきましょう。右足関節部については、腫脹・熱感・可動領域・疼痛の程度を観察していきましょう。

・菊地　明子様～明日、自動車免許更新手続きの為、ご家族と外泊へ行きます。

　　　　　　　今回、ご家族と一緒にいく事もあり、不安は増強していない様子です。

最近、毎日ではないが､準夜帯で下肢の倦怠感・ズキズキ感あるとの事で湿布貼付しています。貼付する事で、軽減はするとの事です。

　　　　　　　その際、ムズムズ感の有無問うとうなずく事もあります。日中は、歩行訓練も行っている事ありますが、ムズムズ感で落ち着かないから歩いている訳ではないと話されてます。

Drより～下肢の倦怠感・ズキズキ感について、免許更新後からは貼付せず様子をみて、増強するようなら話す様説明あります。

　　　　　　　　明日の外泊は、残りの湿布を持たせ、下肢の倦怠感・ズキズキ感

　　　　　　　　ある際は貼付するよう説明あります。

　　　　　　　　

外泊出棟前に、外泊・免許更新への不安の程度・今回の外泊目的の再確認、帰棟後は、不安の有無・疲労感・目的について行動の振り返りを行っていきましょう。

















































